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1. はじめに 
ITIL®4 ファンデーション認定資格の目的は、受験者に最新の IT 対応サービスの管理を紹介し、共通の用語およ

び主要な概念の概要を示し、ITIL 4 のガイダンスを活かして個人および組織の業務を改善する方法を理解しても

らうことにあります。さらに、ITIL 4 サービスマネジメント・フレームワークと、そのフレームワークが最新の

技術や業務の手法を取り入れて、どのように進化してきたのかを受験者に理解してもらいます。 

ITIL®4 ファンデーション試験の目的は、以下のシラバスで説明されているように、受験者が ITIL 4 サービスマネ

ジメント・フレームワークを十分に記憶および理解し、ITIL®4 ファンデーション認定資格を取得できる知識があ

るかどうかを評価することです。ITIL 4 ファンデーション認定資格は、ITIL 4 のより高いレベルの認定資格を取

得するための前提条件です。 より高いレベルの認定資格では、受験者が ITIL フレームワークの関連部分の理解

を状況に合わせて応用する能力が評価されます。 

2. 試験の概要 
持ち込み 可能な資料 なし この試験は「持ち込み不可」です。ITIL ファンデーションの出

版書籍である ITIL 4 エディションは推奨の学習教材ですが、試

験中に参照することは禁止されています。  

試験時間 60 分間 母国語以外または業務で使用する言語以外の言語で試験を受け

る受験者には 25% の延長が認められ、制限時間は 75 分間にな

ります。 

配点 40 点 40 個の設問があり、1 問につき 1 点です。点数がマイナスにな

ることはありません。 

暫定的な 合格点 

 

26 点 合格するためには、26 問以上正解（65%）する必要がありま

す。 

思考レベル ブルームの レベル 1 

および 2 

「ブルームのレベル」は、設問に答えるために必要な思考のタ

イプを表します。ブルームのレベル 1 の設問では、ITIL 4 サービ

スマネジメント・フレームワークに関する情報を思い出すこと

が求められます。ブルームのレベル 2 の設問では、それらの概

念を理解していることを示す必要があります。 

設問のタイプ 標準、否定形、語句

の穴埋め、リスト  

設問はすべて「多肢選択式」です。 

標準の設問には、設問文とそれに対する答えとして 4 つの選択

肢が提示されます。 

「否定形」の設問は、文章の核が否定形になっている「標準」

の設問です。 

「語句の穴埋め」の設問では、1 語以上のある語句が抜けた文章

が提示され、受験者はその抜けた語句を 4 つの選択肢の中から

選択します。 

「リスト」の設問では、4 つの記述のリストが提示され、受験者

はその中から正解を 2 つ選択する必要があります。 
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3. 設問のタイプ 
40 個の設問はすべてሀ⻃Եスト問㜂（OTQ: Objective Test Question）です。 4 つの選択肢の中から正解を 1 つ

選択してもらいます。間㊃った選択肢（不正解）は、知識またはスԜルが不十分な受験者が選択しがちです。ठ

⨟的にこれらの選択肢は、試験対〭のシラバスの㛡࿖に関連するもっともらしい༵答となっています。OTQ 設問

形式には、「標準」、「語句の穴埋め」、「リスト」（正解が 2 つ）、および਱外的に使用される「否定形」の

標準 OTQ があります。 

 

Ѿ標準ѿの OTQ (Objective Test Question: ሀ⻃

Եスト問㜂) の਱: 

ベストプラクԵィスのԬースはどれですか? 

A. Q 

B. P 

C. R 

D. S 

Ѿリストѿの OTQ の਱: 

サービス資⇾管理および᭦ᙅ管理の説明として、正

しい記述はどれですか? 

1. Q をⷡうこと 

2. P をⷡうこと 

3. R をⷡうこと 

4. S をⷡうこと 

A. 1 および 2 

B. 2 および 3 

C. 3 および 4 

D. 1 および 4 

ᵗ: リストのԑイԵムのうち、2 つが正解です。リ

スト形式の設問は、否定形になることはありませ

ん。 

 

Ѿ語句の穴埋めѿの OTQ の਱㯁 

以下の文章で、╢ᰢに入る㊓ఇな語句を選択してӀ

ӑさい。 

 [ ? ] はサービスの要件を定⢆し、サービスᶰぬのᙅ

᧪に対してた৊をざう。 

A. ᑺ⤂ Q 

B. ᑺ⤂ P 

C. ᑺ⤂ R 

D. ᑺ⤂ S 

Ѿ否定形ѿの標準 OTQ の਱: 

定⢆された価તの㛡࿖ではないものはどれですか? 

A. Q 

B. P 

C. R 

D. S 

ᵗ: 否定形の設問は、学習ᙅ᧪の中に、ᇿⷡしない

ॻᨅまたは⋶⇺すべきではないॻᨅをᚚ᝷すること

がකまれるဉ合に限り、਱外的に使用されます。 

 

試験の形ᐥと஢ሔの਱ӜӕいてӠѳᮠ᠉試験ԃӅ⑆⽑ӀӑӆいѴ 
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4.  シラバス 
以下の表は、ITIL 4 ファンデーション認定資格の学習ᙅ᧪と、それらの学習ᙅ᧪に関して学習Ԣースに参౭した

受験者の㊂ᙅᏖを評価するために使用されるԑԪスメント࿦準を示します。  

ᵗ: 主な書籍参照୴はᛘᐺ஢に記ㆪされています。これらの参照୴はԪクションです。 Ԫクション஢のサブԪク

ションではありません。඀ԑԪスメント࿦準に使用されるಗ⼭は、以下のようにブルームのレベル（BL）を示し

ます。 「思い出す」/「定⢆する」は、レベル 1 の࿦ᦙ的な記憶および認識を示し、「述べる」/「説明する」

は、レベル 2 の理解および知識を示します。 

学習ᙅ᧪ ԑԪスメント࿦準 ブルームのレベル 点数 

1. ԤիՂスՍԼԧՐբト

のॎ⺣ᬽᓕԃ理解する 

1.1 ᰴの定⢆を思い出す: 

a) サービス（2.3.1） 

b) ᦀ用ᓶ（2.5.4） 

c) ੭⼔（2.5.4） 

d) 㜖ሀ（2.2.2） 

e) Օーԥ（2.2.2） 

f) サービスマネジメント（2.0） 

g) スՌンサ（2.2.2） 

BL1 5 

1.2 サービスによる価ત౐出の主要概念を

述べる （2.1、2.1.1、2.2 に౭え、2.5 

のすべてのサブԪクション）:  

a) Ԣスト 

b) 価ત 

c) 組織 

d) ᙅ᧪ 

e) ԑԕトプԲト 

f) リスク 

g) ᦀ用ᓶ 

h) ੭⼔ 

BL2 

1.3 サービス関੖の主要概念を述べる 

（2.3.2、2.4、2.4.1）: 

a) サービス提ੀ⁡ 

b) サービス関੖管理 

c) サービスੀ❙ 

d) サービスᶰぬ 

BL2 

2.  ITIL のᒑҷӪҾറమ

ҽѳ✿⠀ӜӹるԤիՂ

スՍԼԧՐբトのᝍ∃

һӹӤ㊓ᓂӜӚのӹҷ

2.1 ᒑうべきറమのᦙゑ、ఛ用方法および

⍏ঀ関੖を述べる （4.3、4.3.8） 

BL2 6 

2.2 ᒑうべきറమのఛ用方法を説明する

（4.3）: 

a) 価તに⍽目する（4.3.1 Ǒ 4.3.1.4） 

BL2 
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学習ᙅ᧪ ԑԪスメント࿦準 ブルームのレベル 点数 

Ӝᑺ▕ӕのҼԃ理解す

る  

b) ⅋状からはじめる（4.3.2 Ǒ 

4.3.2.3） 

c) フィーԸバԲクをもとにൔᒟして

進化する（4.3.3 Ǒ 4.3.3.3） 

d) ഁଖし、可⺱ᓶを高める（4.3.4 Ǒ 

4.3.4.4） 

e) ಿᛘ的に考え、取り組ӱ  

(4.3.5 Ǒ 4.3.5.1) 

f) シンプルにし、ᇿㄉ的にする

（4.3.6 Ǒ 4.3.6.3） 

g) 最㊓化し、⧨ಗ化する  

(4.3.7 Ǒ4.3.7.3) 

3. ԤիՂスՍԼԧՐբト

の 4 ӕの૚㙤ԃ理解す

る 

3.1 サービスマネジメントの 4 つの૚㙤を

述べる（3）:  

a) 組織と人材（3.1） 

b) 情報と技術（3.2） 

c) ՀートナとサプライՓ（3.3） 

d) バリՔーストリームとプ՜Ԫス  

(3.4-3.4.2) 

BL2 2 

4. ITIL ԤիՂスԿリՔ

իժԦスԵՏの⍉的と

᭦ᙅ⺣✥ԃ理解する 

4.1 ITIL サービスバリՔー・シスԵムを述

べる（4.1） 

BL2 1 

5. ԤիՂスԿリՔիժ԰

Ԗիբᶉಗとӎの⍏ঀ

㕓੖ԃ理解する 

5.1 サービスバリՔー・԰Ԗーンの⍏関ᓶ

と、それがバリՔーストリームをᠳគ

するম組みを述べる（4.5）  

BL2 2 

5.2 ඀バリՔー԰Ԗーン活ಗの目的を述べ

る 

a) ⻮−（4.5.1） 

b) 改善（4.5.2） 

c) エンԡージ（4.5.3） 

d) 設⻮および┏ⷡ（4.5.4） 

e) 取得/᭦☾（4.5.5） 

f) 提ੀおよびサՌート（4.5.6） 

BL2 

6. 15 ┭㜑の ITIL プ՘Ԟ

ԵԒスの⍉的とॎ⺣∃

語ԃ⏛る 

6.1 以下の ITIL プラクԵィスの目的を思い

出す:  

a) 情報ԪԜՔリԵィ管理（5.1.3） 

b) 関੖管理（5.1.9） 

c) サプライՓ管理（5.1.13） 

d) IT 資⇾管理（5.2.6） 

BL1 7 
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学習ᙅ᧪ ԑԪスメント࿦準 ブルームのレベル 点数 

e) ՑԺタリンԟおよびイベント管理

（5.2.7） 

f) リリース管理（5.2.9） 

g) サービス᭦ᙅ管理（5.2.11） 

h) ኉㕂管理（5.3.1） 

i) ❹❺的改善（5.1.2） 

j) ႌ᥯ᇿ⅋（5.2.4） 

k) インシデント管理（5.2.5） 

l) 問㜂管理（5.2.8） 

m) サービス要求管理（5.2.16） 

n) サービスデスク（5.2.14） 

o) サービスレベル管理（5.2.15） 

6.2 ITIL の以下の用語の定⢆を思い出す:

  

a) IT 資⇾（5.2.6） 

b) イベント（5.2.7） 

c) ᭦ᙅԑイԵム（5.2.11） 

d) ႌ᥯（5.2.4） 

e) インシデント（5.2.5） 

f) 問㜂（5.2.8） 

g) ᢫知のエラー（5.2.8） 

BL1 

7. 7 ┭㜑の ITIL プ՘ԞԵ

Ԓスԃ理解する 

7.1 以下の ITIL プラクԵィスを⼽✰に説明

する（サービスバリՔー・԰Ԗーン஢

でそれらが㊓合するম組みを㖷Ӏ）: 

a) ❹❺的改善Ցデル（4.6、ཅ 4.3） 

b) ႌ᥯ᇿ⅋（5.2.4） 

c) インシデント管理（5.2.5） 

d) 問㜂管理（5.2.8） 

e) サービス要求管理（5.2.16） 

f) サービスデスク（5.2.14） 

g) サービスレベル管理  

(5.2.15 Ǒ 5.2.15.1) 

BL2 17 
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5. 試験の⼽✰ 
試験は以下のような᭦ᙅになっている㯁 

学習ᙅ᧪ Ჰ㍶の్合 

1. サービスマネジメントの主要概念を理解する 12.5% 

2. ITIL のᒑうべきറమが、組織によるサービスマネジメントのᝍ用および㊓応にどの

ようにᑺ▕つのかを理解する 

15.0% 

3. サービスマネジメントの 4 つの૚㙤を理解する 5.0% 

4. ITIL サービスバリՔー・シスԵムの目的と᭦ᙅ要✥を理解する 2.5% 

5. サービスバリՔー・԰Ԗーン活ಗとその⍏ঀ関੖を理解する 5.0% 

6. 15 ┭㜑の ITIL プラクԵィスの目的と主要用語を知る 17.5% 

7. 7 ┭㜑の ITIL プラクԵィスを理解する 42.5% 

合⻮  100% 

 




